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『メキシコの農業構造と農業発展J

日er月iれ Reyes Osorin, iミ川lnlfn Stavenha只en, Salom6n Eckstein, J u;m 

Halleドten〕s,Ivan Restrepo, Jerj引 Aguirre，メergio:t¥1aturana, Jose Sanchez今

Estr11ct1げ d Agraria y Dt'sarro//o ilgr[rn!a 01 Ate.rim, lvlexico, Fondo de 

Cultur乱 Eeon6mica,1 ~l74, XVI十 1174p.
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支部門の経済的f士会的発展にとってそれらのもつ意味を

明，，かにすることである（ X!II頁）0

この研究全まとめるにあたって豊’出な統計資料が駆使

されているが，基礎的なデータは主として実態調査にぷ

づくものであるの実態調査の対象となった地域は以下の

imりである。 l.ミ子ヨアカ；〆（孔Iichoac品n),JI‘i a）ろJご〉ス

寸高原（Meseta1、aras《：a

dご干シゴのノ喪I血改i芋；土，その［l柱k台｛長すfさ；こ60年を経i邑 Lケン CI、aretan), c) 7ノ汁、シ＞ガン盆｝也（＼＇ alle山

L、そhカ‘このl司の百一会‘；差f奇の発！？をに貢献 Lえ功績は 九patzin巨an),2.グアナホゥアト（Guanajuato）チHエル・

はかなりしれなLイJC円がある。それにもかかわらず今iI ノミヒーオ（ElBajio), ；｛‘ ドウランゴ（Durango),JHおよ

び）メキシコの農業が多〈の問題点をかかえていることも びコアウ fラ（Coahuila），川ラグーナ j也区（Coman,a,

支え事尖であるのなかでも農業部門と非農業部門との路 Lagunera），十ゾノラ（Sonora）＇.）、i、111トネア（仁〆a且anea)

差司良業部門内）午1：で♂）＇ヲ： i号分配の不よ~j後Jの同足盛；主玉在＇，変Aで 5. ゲレ一ロ（C口errer《＞） ,)+¥ ＞エラ（Sierra）の五長林i也千￥i俳，

ある C j'J: ~ドの径；奇発B宅，：E業、化の進肢にもカ‘；トわんず， 6. トラスカラ（Tlascala）川カyレプラルパ；，， (Calpulal 

工業部門；士璃え続ける農村の過剰人11を吸収しきれす， pan）および十テイ lニタス（Nativitaのの 1v.iJ、ニシピオ，

，~村にお；ナる失業問題は深刻化する一方でふ：J' ＇九十J立白 7. パパロアパン流域平野（Cuencade I込paloapan),R. 

，，都i1J.. , Tl大良川人Ii.f.t動，者l¥1lil.¥J辺（｛i;c:,', ) ム（仁志：臥 カLぺーチェ（Campeche)・JHカンデラリアj也＼J.:(La zona 

非でふるハ 《leCandelaria) （第 I[ti)。

三川ような；；g；識の lーに、＇1:-，て， l ,,_, ：＇，ニマの~業問題lVI 二れらの調査J:t!!t戒の選定にあた，－，て；土、今日のメキ C

1cセンヲ－ (Centro de I tffestiιaciones Agrarias) • /: l ' コ農村の諸特徴金それぞれ典型的に示していると思われ

は‘｜寸際機関であるぐIDA(Comite lnleramげ irnnode‘ る地域がとりあげられたのしたがってこれらの地i戒の実

Desarrollo Agricola，米州l農業開発委民会〉計上の協力 態調宣か九得ムれた戸ーすの集積は全国的な規模で行な

を得て，今日び） i長シコの農業構造，芝業問題の令般に われた統計数値どは必ずLも一致しなヤη 実態誠査は次

わたる調査l，耳’＇）＼＇を ff なー〉た η 本二~：はその総決算と I, ＇，、う の Lつの次／じで行なわれた。第 1は各農家および農場単

へきif-'¥l:'rぎである。この研究のR的（土， iキシコの奥地 {it:(/) i'ンケート調査句第 21士ヱヒード（ejido），農業コムニ

改革のなん （－， 7)叫ん・￥fitliを下すことにあるのではなく，土 ダ－ (comunidad agraria），ソンエダ－ (socie山d，伝用組

l也仰、有の状態および農業関係諸組織の現状をう了ViL，渋 ｛，） あるけ土議税地［天王 L、寸た農業関係のi也J7諸経織が

I t己主 l~，泣 Ji併Vi（（］側rfn

II 佐佐i,:,J己l• IL己［t'-Jji¥lJ1fli
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Ⅰ農業構造の経済的側面
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調査対象地域

lit') 数＂｛こは本文中J)ti "t：て川.i'ι、

｛立の調査で，これに関してはこれら諸組織の従業員や指

導者，一般農民との面接調査が行なわれた。第 3i土農業

銀行，農民の政治組織とい什た全国的な規模の組織に~I

する調査である。実態調査が実施されたのは196fi年から

llJ6f:!t, iこかけてである。

三の研究プロジェクト♂）！配上レノ工ベ（Ing.Sergio 

Reyes），副主査がスタベ〉ハ－＇l'L ぺ＞r.Rodolfo Sta-

venhagen），共同研究者がヱソク λ々（> (Dr. Salom6n 

Eckstein）左マトゥラ十代）r.Ser日in1¥faturana）であ

る。本書の執筆，編集の段階で新たに，共著者として名

古／jのあがっている他の 4人が加わq た。

本書の構成は次のとおりである。まず第 I章「，農業諸

政策と土地分配のプロセス」で，農地改革の歴史的分析

を， 1970年までの各政権のと♂》た政策に電点をおいて行

なう。次に第E章『農業生産と函Ji.!;経済i，第廻章f土地

保有，農業生産および所得」および第IV章 f土地保有，

人Jl，雇用」で，近年の民業発Mぉ工び茂業構造の経済

的仮l]ifl1を分析する。第V：午［））＇；，トl人iI ヴは農民層全体

の人口学的および社会学的側面を，第VI章「ヱヒード」

および第W章「農業コムニダーJではメキシコの農業構

造のこつの基本的な組織を分析する。第咽章「農民組織」

で農民の政治組織，とくに CNCの役割を分析，第IX章

「メキシコの農地改革のための行政」，第X章「入植j，第

7申告 l農業融資J，第溜千戸； ＇佳；t!t政策 t；おX盟主主「その他

、つ補完的政策」で，農業部門をけ守ととしと行政および政

策を扱う。最後にXIV章が「契約ど結論となっているヴ

これでみるように本書は内科がきわめて多岐にわたっ

とおり，ページ数も1肪Oペー／）を主主える大部なものなの

で，ここでその全体を紹介するわけにはL、かない。本稿

では農業構造全般を巨視的に扱＇）た第 H主主から第V章ま

で企Lfl心に，経済的側面と社会的側面とに分けて，本書

の著者ーらがとらえたメキシコの農業構造を紹介したい。

本総はあくまで資料の紹介が罰的であるので，著者らの

;;i,鮮に土、Iする批判的検討，メキシコの農業構造に関する

との他の緒論との比絞検討は稿を改めて行ないたい。

Cit: 1) メキシ，， v＞土地保有および食業機1i!iにtit！寸

あ治問題を調育研究すろ日的で， 195511'・に松山：さ il f二

政府機関。

(ii' 2) CIDAあるいは IC、AD(lnter-American 

( :ommittee for Agricultural Development）は，ラテ

。農業に関係のある五つ川ぽ除機関すなわち

FJ¥O (l,;J；虫食糧農業機構）， ECLA （回述ラアンアメ

りりf，両公民会）， OAS （米チII~攻防〉，コ仁川政業研究所

(Int日r・AmericanInstitute for Agricultural Sciences), 

IADB ( i＂州開発奴行）から構 l泌されている。

I 農業構造の経済的側面

信llf;,' I農業生産と国民経済Jでは，農業生産をマク

ロPとらえ，それの国民経済全体における位置づけを行

f仁、亡し、るc 本章で示されている見解を要約すると以下

び1ようになる。

194ο年以降の農業生産の成長J事は年平均4.4%を示し

ているが，この数値は同じ期間の国民総生産の成長率

6.3%をかなり下回るうえ，前者は後者に比して時期的

な変動が大きい。たとえば45～56年には農業生産の成長

率は5.9%であったが， 64～69年には2.8%に過ぎない。

一般的にいって近年は成長率が低下の傾向にある。その

I: たる要i主！としては国内需要の限界王， トウモロコシや

ノト友といった伝統的な作物の輪出の伸び悩みがあげられ

L 農業生産の国民総生産に占める宍1］台は40年には27%

であ〆》たが， fiO年には15.9%にまで下った（注！＼この現

象は発展途上にある国としてはあるていと当然といえる

が，一方農業就業人口の経済活動人口に占める割合はこ

のような大幅な低下を示してはいない（注2）。このことは

近年の農村における過剰人口の問題の深刻化を物語るも

のである。

:rrnr草「上j也保有，農業生産および所得Jでほ農業部

f"Jの！＇片付水準，商品生産量量業と生存維持農業について述

守げ← i~~－農業生産者を五つの階層に分けて考察してい

ら。五つの階層とは，生存水準以干（infrasu hsistencia) 

の農家，’存続n農（subfamiliar），小技（famil日r），中差是

(multifamiliar mediano），大農（multifamili紅白rande)

である。
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14）中氏は‘ '1'1}l]生産在員が 2万印刷ベソないし10万ペソ

（削00ド；c）のものをL寸巧 G万70削戸の農家を擁L. iえ

'1Yiミ/II.；鋲のU'X，を i1，めるぺ

（巧！大~： t ，今 f/ljl{)；｝〆ミゾを越える生産綴の t，の t_,, ＼.、 ：，

I ij2000の良一）），）で総生産額の；l2%を生産する（第 iJ丈｝

rJ. I 0)5段階の分煩を，就業労働力そ￥；ifにLた（、IllA 

(/) ,j t交！経の分まfr江 4）とj.fJtさせてみると，（！）， (2）はClIll¥ 

の零おlll立場に，（3H土4永’b主食）"lj（こ，（4):-l:<Il枝被県川、 1511t 

大規十~~農場にそれぞれほぼ対！ぶ L て L 、るといえるの本ど

では最下回f,,~じに守神IJ｛！をど 1tn＝水準以下のj討に三分！

t：とJ乃に科色がある。
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をいろ F 三れムの農長は生活を経科するために:f:V号外で
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！洲町：こW/IJIILてャろ ！：立場あたリの生産府民をみ〈》と唱 jf)
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第 si築 土地保有グループ｝］lj農業生産（1940年， 1960年）

大 苦是 j也 艶 地 .:r. ヒ ド

1940 1960 1940 1960 1940 1960 

ム1柊λ' 場 数 ( l ()l)(J) 195 292 持（）（｝ 721 1、17り i、4白15
ii 数 1制 150 100 90 JOO I：ょz

?ii (%) 9 12 :n 29 5,1 59 

以降 地！fli 積 (lOOOha) :l,045 5,756 749 861 3、518 5‘472 
数 100 189 1()() 115 100 156 

c, 九 布 、iO。f 、' 42 ! 48 10 7 ,18 ,J5 

淡J翁あたり収穫地面積 (ha) 15.61 19 0.94 1.19 :3.00 3.84 
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終楽＇. L 1l 額 （lOOJiベソ）市 1,790 7,70:1 41il 823 2,240 5,870 
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分 布 （%） 40 5:l 9 6 51 41 

農場あたり Yトー産額 （ベソ）＊ 9,100 26,400 516 1,135 1,908 4,100 
t守 数 100 290 100 220 100 215 

クタールあたり生産額（，：ノ） ' 584 1,335 :,50 953 (i:lli i，り70
数 目的 2忽』 100 173 100 l(i8 

1, /1: 11¥) Est，官 cturaAgrar,a，・ ', pp, 213-214より｛’I',Ii( 0 

i ;' i 手 1960iドcl)価1各。

草書 6 表 J：地保イi;fノレーゾ一日IJ農業：Lr椛詳の助力ll(1940～1960年〕

”i Z 生産額 17、：，，，，9 I i、193 996 5,211) 100 64 ~(l 

地 flHj 額 ιJI'¥、i18 :n、n48 I,（熔8 lli, 012 100 (i5 2 :13 

l'C 家 数 '.ll'¥'l 140 -4;1 292 100 :l6 一一il 75 

'l' ,t ，~＇除く農業資本 五、72ii J,;;45 525 Hら（i If約 76 9 15 

% 

C IL¥ 11i・) Estructura "lgraria・ ・…・， p.224. 
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割合は30%で，土地価額の糟加に占める割合を下回る0

4 方ヱヒードは新規の資本の15%をr'iめるに過ぎない

が1 農家の増加数の75%をが占めてL、ふ
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第7表は，単位土地価額あたりの生産額，単位資本あ

たりの生産領および農家 1戸あたりの平均生産傾を三つ

のクルー~／＼j!jに表わしたものであ心。土地悩’鈎あたりの
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4、は逓減L-C ＇＜、主主のに • .Hして就業苦数は手：：しく駒大して

'•c その付JK, 1,1,j Itの比率；主，j(叶：，ノlI k、r1 G か•， bO!i

（パ ln：＇.町:l －企j) ＇／：「 これはl!:l:業拡＼＇：：汗のケ九 iI ,jの

終結；をもたないボ（7〕放がi特大したこと＂： E味宇，:i"

'j: ；二本l~i: ＇：は ·•c'J Ullif耳、frケIL- 1'1)'H二、 'ff,ie，以

ii,/: )J ，／）戸安ノり［動員Lさと｝，rjI; /lj L勺 それを： 1とに成長権Jll

cl）状況ど論じ Lて1、乙。り（｝よf，こ＿；＂j＂、て大農地は年 [i[l'JιJ-.'j

10249jj助IIしJJ);f均完了必要三寸一るぴ｝仁i)してや 小！？をi色はfil
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2、905‘HS β0.2 立，686‘s:n 44.2 
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；士必要とするのに対I_C'. ,J、iえi也i土‘：16）；／動ll‘ムヒート

は17il労働il Lか必要と Lな十〔]J. :{26）。小農地および

］じードにおける労働力の過剰，不完全mu日が［切らかて

ふζ，，，

ifj 9 }lζ 日立、農業就業人llをr1rti合·~11.: J (propietario) 
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1:i;(t業人iiび〉附力！If｛豆：1.1%をもト［11［るものである。
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次に農業機械化との関連で雇用の問題を論じてU、る。

40年から60年の聞に農業機械は 7.4倍に矯加した。この

間の農業生産の増加1は3.2傍である。このように機械化

の進ー艇は著しいが，三つの土地保有グループごとにその

f'il".t i土異なる。すなわち大農地で；I Wl＊機械の精力llは

I II. Ii（；｛であるのに対して，J、筏池山主ど什倍，ヱヒードー｛＇

it!K(Hに過ぎない。（p.1121、（、日出lrnI¥. 9）。襲業就業

行l人あたりの機械の増加をみると た終地では6.9倍，

小染地では80%，エヒードでは』。4／自となっている。機

械化の進展に伴い労働生産性が高まった。 4（咋，には 100

万ペブ（60年の価格に換算）の農産物を生産するのに92九

人の労働力が投下されたのに対して， 60年にはその数は

420人に減っている。土地保有グループリリにみると，60年

におL、て 1加万ぺゾの生産，，）たυ「t二段トきれた労働力は

大農地で250人，小農地で1日70人、「ヒードで490人とな

ている。（p. 359）。 ~－ }J川つかられりqーにかけてのlO'<j.

！日11こ‘大農地における就J定計数tけJfi/Ji:i土尚々たるものに

j泊三le v、（p,357）。大農地における止茸J増大は，機：ll'li

化と街接に結びついた労働j節約的なカli1］ですすんでし、る

ことがわかる。

結論として，本章では次のような見解が示されてL、る。

近年において農業生産の増大とうらはらに農村の失業fl¥]

胞が深刻化しているのは、：kの＼〉♂）要［ヨが影響してし、

つは，前述のように.JI農業部門が柊村の過剰j入11

七十分吸収できるだけのた＇.f'i: '... C, ・／，：し、こと，第2は

1:rn~t：産の増大は主としこ大 it/m,M 'I,; ,1 i tl't場l’こ負うてし－

hカ4 これらの農場では「胃？肘労働力日:r'/17（によらずに機

械化によってそれを達成していることである。そして農

付の過剰人口を他の経済部門でいかにして吸収するか，

また他の経済部門が十分に発展するまでの問これらの湖

剰人IJを農村内部でいかにして生存水準にとどめておく

hがn；在のメキシコの農長政資，.，於示唆課題であると L

、v ゐJC 

(; i: I ) 70年にll ,':' . : 11 .ii九 ι fl'.トL・c ・ 

（出 3) 牧市や休業を含まない純粋位農業生産傾た

けに阪られる。

(i:l: 4) CIDAは，農場の規模を a.等制農場c肘uh-
f“mily), h.家政農場（family）、 C ,1, 脱抑燐j必（multi-

family medium), d. た主見校が：：！，； (multi-family largむ）

イ段階に分類 L, a：よ 2名 ;1•，，主主主？仰 ff[/lj を通

！ 、 l分な尿剤の機会を与えらも j必Jケト泳1棋の塁悪

j仏 1,.C clはそれぞれ 2～4f,. f～121',, 12名l:J.

1ハ興業就業持に，1.1::1を通じ〈十分心if!Ullの機たをか

える悦慣の農場， と定義していら。

Solon Barraclough, Agraria,. 5'tructw・c i11 L,l/111 

.t1rnerica, Lexington, D. C. Heath, 197:;, p. 16. 

0ヰ＇5) エヒート（土，農地i::.(,:司＇，：によって凶から・’必

，.・，ぬ［）4'I ! .11JlJJ幸lj｝日僚を与え ：• ;i ！犬、 ／；＇＇•l'' ＇）白川， じよ

! l也ハエヒードの耕地江戸、t,iJこ／II「i丸、 ιLるi靖子？

( 'Li JI’i ド1ヘ成員であ；：， fl,'，＼，、乙？ ., ,, :J ・,rの

."ii ''iJilil＂分 ・;1,11ぎれて和，j5}1J：二,tJ；「）吋 ）.！ 二〉持； i,Iιわるが，

11.1. ・1r了，1if:おのお虫、ii予告Q(lヲ？こち｝

(iιj: 6〕 ., .. l：タタ IJオ（土ユヒートの成員，寸な ）' I, 

ヒ包ドの土地山,flj)fj1骨折。品ヒダタりオ’＞＜ I• に l i怜

平IJtこけはお！め「p ); Fが，現実に！：地I::傑ヰ1しない尚も

あるの

(;1: 7) 1J I.I土農業＇I＇.産額九 J 代、て c1,:-,}•H：較ごあ

ヰセ，r，を /Jllえるとこ d】J¥：ヰ， t4（）！十 i:Ii . I : ] .5, 

(i()'r.: ・ 16 1・2.5土なる。 Estrwtura1¥gntriil""", 

pp. 21吋 217.

II 農業構造の社会的側面

第Vi経「農村人口Jでは，まず最初にメキシコの人U

動態全般について述べ‘次に「農村住民の文化的特徴」

の節で．インディオ住民および彼らのコミュニティーの

特徴交論ずる。次いで農村住民の労働ど職業および生活

1）＜＇牲を扱 1 、ヲ Ii~後に差是村における階層！務）J止を論じている。

本京の論述の中心をなすのはラ三のi階層構成主f扱った

Banco Nacional ilc 仁川口ere仰 Ex1crior, 11,Je.rim ]'(I＼分なのと以下これをやや詳Lぐ祁介するILI＼すで

j’17.'I. l¥foxiccパ‘：ity,I叶7-1,pp. lili Ii, ；二村山jiむλたように司第盟主主で農業't'}fif.・合ifl習の生

(itニ2) 農業枇主主人lI cl＞付I向山助人il：：九めふ ;i;;(; 産額によって五つの階層に分類しているが，ここで扱う

i l, 401ドに！.； 65.4 ＇）~， 6()ij'.に54.2%, 7()ijに：J9.5%I 階層は土地保有を基礎に分類した農村・における社会階層

化ってし、る。 である（注2）。

Sergio Reyes y otros, Estructura Agraria y 革命，農地改革前にはメキシコ農村における階層構成

Desa門・olloAgricola en Mexico, p. 1014, Cuadro は阿樹化されていたうすなわち一方には支配階層である

山 1.お4び Banco .:"lacional山 Comercio Exte- 少数の大土地所有者があり，他方には rレ／工 J ゲ（hacien・

rinr‘11fe:i.:ico 197:J, p. 4リ 山，大民間）のベオン（peon)(;i ;; ）ぺ＇ 1ムーーダー. ( 
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「 f～！・ ( ,・,,mllnicla.! ind igcna〕ii4干の禁lく コム

ネ－ n (cornunero1 どいず y た ~t民大衆が存：（Eしていた。

曳地改革伶（土！HI！が itし‘次に述べるような新し ャ階

層が出現し Jこ勺

I) '. l二乍ケ i/ j 

れ｛前l'J，こ；t11、Jr':ik〕同誌が大きいが、をえ地改革の受益脊

L [ --• -11_:；引の干l]';'iをffする A つの社会wrnを構成して

,:,, ！主l血Ii', T l：ードu日銀行？？予の諾機関をiillじて政

J(fiこ結びつ；r,・, ;1 c，そ山氏識と影響下にあるヲ

いこードおよびコヒケケリオについて；土第vu;zでcilL

f枚っとvど｝が，そのtiiてよL在要な問題点の・っとしてrn
yf,j ＼れ口、；ム } Iえ,c；、工トゲケリオの階層分解グヲ傾向であ

る。すなわ仁、 ・([i;viコニヒゲケリオはさ主ざまなか法で

とJ也を主悩して尚蛍Jct似を拡大してL、るつ たとえばfi(I与

におLご土工 l L’ザ 寸'ltzし1ll88%；ニキ！！？けと，21'万同（｝｛｝

i',j：工［ー｜外に｛よf「JU!きと有するわぞれにι主Lて路聖書

（ご行なわれてlぜ、るのがエ 1τ ゲケリオの；ヰリヌf也のi'li:itd（貸

¥'ff昔であノ，：） C it_le!＼＇｛し＇）：え l'E；こ’点んど，終’バ（／） tーのある工ヒ

・; '/ 11 ;tーは．（也c'.U二！：ケケリすの川、＇ il也そHI'入する二

にと Iて終日l血を拡大lてL、乙 その{ic,1;!,f，特定のエ L

，，ケ ii寸；二 l:,:, 1; ]・ - ・：♂＇：I土地内j台、,Iiが起こ 3 ていノ3れ

ーかた多数りにr.1二ゲケリオJ土生存維t.'rf：業fこ従事す〈｝

存紺！民1'2でtふい、 "f,:i;I二i//J 1）オJ!,'4五%は［f)ヘクタ』 rレ

.l J.ド、小1o:, i上1＂ケヤ ;l, rJ.下♂Jcf}lt也？か（思千i'Lなし、。

二νI I七v:;11び） j, I：三 多〈び〉エヒ 7ケリオーはお）；＇J!li＼外

し＇）労怖いこけ！日／ JI!z人；1原を：ftrわざるを得な 1,•• fiO主干におLて

;qo；のヱヒノi,: ii 寸が‘ n;rの｝ii、＇i1也J:.:J、外で、就労しごお

け、その多〈が民主メ＇.11動計と Lてf也のlfl.lQC'(i動L、てし、心（

1,,JI ;Iに y :I.:・ ドゾJ;t,1）当地方、r，の収入どけてぜ生計告をの

、I';J J'J.卜ft ＇，なえノい＇）；土；でエヒ～ー F史家の而%にiii/it

,¥ l、jL:, ', 

'.! ）ミ二ブ Lデ｛ λ （々minifundista，等級十J也所有fi)

1,:￥，・占 Iで扱 lJこ：生産木王手以一i、（infrasuhsistencia）おに

ひ零細l;",（叩hfomiliar¥,n層がここに入る n e場規陵日lj

J〕分担1でit、 行、ケケ ,1，未満げ）~士号はほとんど全部：こ

こに：c:;-主れと，.， 、一 7 ：.，デ fス 7は‘ .~Iヨl された f，ので

は／，.，.・ 、；二十f-.I. j」地再分開己の必然的f工結果であふ 1し、よ｝

：＿， や！土 I)r,宅地L'iz市川 J礼物ぴ〕 ムつ C ふ，~，＇ ＇示。司に .n，、〈

li 1.1. ーヘ；司； i11J ') ~ J.!1 c') 77. 3れらがこ ，｝ ) ・＇；テコ！！ ーに人

・:,, :r.じ々勺リ；t1:'.異な I), 主二 7 ンヂfス々は政11:f':'. 

C7〕結・uっきは少な〈，したがって政府からの援助も期待

し円、な 1ィ・.L tJミし良彦物価格しつ維持，低利の融資の雄

山どい ，：ここ＇・・：二関 Lては‘エヒゲタリオと fij'J子を共通

にする。ミ二ブンテ、イスケはお互ヤ向上で共通の利害を

れった社会集団として意識することが少ないため，政治

的に未組織であるれ

乃）中農（pr円pietariomediano) 

iで扱った小震と中庭全企わせてここでは中震として

うI類寸る 0 11：ヱヒード農場の10%にiff11rる者がこれに

属する、この階層に泌する者の出身は 様でない。 q・，央

部においては接収後に残〉たアンヱンダの土地資産を i,

とに中主主が発民Lた場？？もあり得るが也 6＼北部や－It同

;'fl¥ul, とくに新L＜開けた綾子j阪地などの士号ftに；上主「rt二

；こ 1-J駐を購入Lてq11九とな 2 》たうItが多い土思われノるのい

ずjτにせ工三の階層は農地改革の受益者ーによマ yて構成さ

れる1のではな，， '0 Lji農の中には，さらに士地を取得し

絞’r:~院模を拡大L て大震に転化していく者ーがある一方，

他ちでは杓次〈分’川相続の結果小換に転議してし、く背ι
多＼ 'n すなわ九この陪！自主Yf"に分解するAflr,',1lこある土

L、える！

1) 大農はran1cr rateniente) 

iとして It部Its上び北西部の准j陵地に出現Lた新しし、

形態の大土地所む乙ネオ・ラテ fフンディオ（neola-

tif口町lioi，＼：呼ばれるれのである n これr,1.t. ，寸三れも:t
11的に仕法律で認められた（f屯関戸、iの わi、士｝住所UJであ

るが，家勝、や毅猿級者の名義で寸寸断好イfを分散主せて，

実際は大七地を－＂ Fに集中したり，あるいは近隣の工 1二

ワ、!Jリオやミ三 7 ンヂ fス？の上j也を借り’乏かけて実質的

に終常規模を拡大するとい／〉た形態、をどる、 fliLくHlJか

れた議~±也において， ::r. Lタタリオやミユブンヂ fスタ

がしばしば生産に必要な資源を欠き，主たころ Lfて零前日

)j号氏に対する公的な機資が不十分なこ土が， J：記の上う

な現象を助長してむ、る内二れらの新1い大士地所有者は

資本主義的な悩｛民主見をもった企業’京であり，規殺の経済

の利益を追求し．機械化による労働節約的な方向に向っ

ている。これらの大‘農が近年の農業生庄の用大に大いに

寄与－ L ているこ u主再定できないが， ~Hの雇用問題の

解決にはあ玄り貢献していないととは lで述べたとおり

であるつ

ら） ;fl;t労｛動者（jornaleroa耳ricola)

liO勺におし、てil'Ji；長就業人IIの過半数 （300万人以上）が

二の階層に属する。その数;J:!JO年と的年の間にfi0%以上

滑力IIした。農業労働者の分布には地域的な偏りがあり，北

部太平洋側では全農業就業者数のfil.li%を農業労働者が

占めるのに対して，南部太平洋側ではその割合は42%と

れレ。農業労働者が~いのは先進的な農業地域で，たど
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えばパハ・カ iJブす／l., 二 f(Raja （‘.alifornia）什iでは76%,

ヅノラ（討円nora),JIIでは昨今。と高い＇bl]！？を占めているつ

ゃな九円多： l土他山小IIカ‘心円「ti主trでふノふ心大量ω人F土

要すと，ii'i；椅キヒ町綿花‘コーに一， '/ p、コi小川け草c！）時

期；こf禄l刊機会を求（／； て各I也七浮動す一ゐ fMi::i;'fi勤行もかな

；］の数に遣す匂っ ！；‘人11/l ：プJ/J;J~ ＼し 1土地の等;f,lll

｛七にMんで＇. ＇る＇ I＇央部の J古川にお」、ても食業労働者ーのii

ihる主I］｛－，＂：よ高いっ）民主労働者（！） I 1＞で j,. If:長，＼i

帯に才s:t る労，（劫省A と，，，，干f紛h~＇京地拾における沿vト1i)i-fi·

とでは， /Jhな i）労働や生活の条ilぷ1/1;r;: ,;; ,. 1ill区一：.t比較

的報酬も上く tた長Ji!,＇，の生百 i'.:i,r,J,)Jfこと tご－F11f欠な存

在乙t，.》ているコ後者i主報酬はきわめてjJ＼く‘原HJt ・F 
安定で、長十j住民山中で長も劣悪な条（干のもニにおかれ

くいる。二＇＂ I：皆層も政治的に未Y,l!織の1Vsにあるつ

J'J,J：川上うに 5隠矧に分類しとj九十、J・u)fl：会階層十！PUノ

問｛系企 （l：のように整士inてL、心。 ー殿山Jiこい，てJ二ヒ Y

，，リオの大多数、 : / ＞示 Jλ 1i. ::•vn労働行Lけ 1 行

が農村におけノム絞れII圧階層を情！戊しし ！J' 、I: '1 ': ,1 

十；『〕大多数J士ιF卜＇Lr主？？として：i偽fl与l'J；こ、

、ゲとほとん l己変わ＼たら、 r ；主J色c'dfv>/'i!,,1,;/Lc, ・1’i 

L、諸問と見な：l、 '-¥・ / :.J 日上二Jl i, VL•j 、ノ！：））（ r1 iよ Yi 

{ －；ンテ f寸［！日tifurnlio，人二十j也ドir11 ·• l：憐τ生白（Jに革：＼（f

JコL、て

〆J 守唱大伐の j,と7民，II与に片！：われノ：：， r,－，土多いが、主ll:,: ,/) 

生産者と Lてt土‘｛1/Z「｝；土Lしろそのf也Hの；usz平己縄を；111<:'., 

尚

大畏は必耳主‘なヲj’f副j力以竺」♂どしてt主！寄さ労！重8千f苧σ下階層に

三kδ／）／JCヰi',t':C.勺商品作物のつj&Jflに際Lては季節労働去を

市r用するが、 .ii年び｝傾向としては恒常的な労働？？を確保

L，さんに機械化による労働力節約のか向に！匂〆に口、

え〉。

農地改革の結果、？を村を支配する政治経済力の：，，心；土

アシこにJ マ＼う，：らl也方の者11市＇ ＇傍ヲた η そしどこれらの地

方都市でl士、日~業i，~動ど待；接；＝－結びつ

？主王告：する i>¥, ＞、： 7c〆一乃：一つのtf会［務！晋に耳fS主L‘喪

中「fj:fぞ；l土I、十 亡iミ民＇（；＇.； なりそ f】つにk、！－ ＇＇.＇＞，、ノユ＂

結論と Lて ｝~村におけるn会階層構必しtif:.J也rk本』

よ 1てィ久のように1＇対話成されたっ！日べ dン全q，心とす心

被抑圧農民層かんごつの新し＇•＇階層が出現 L た「すなわ

ち零細な小平産者と尽きと労働者である＇ I両者ーは.T］：ダタ

1) ；すと士j也干L{Tミニフンデノス i7に細分、絞されるハそれ

に加えて中呪模お土ぴ大椛院な土地所fri号階層が出現L

Jこι1長者；土地 ｝jrrr,市lη l｝ト j ゴγ／ ーと防法に結びつ〉、
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ているつ

本章では li室付住民の文化的特徴 という一節を，f~け

て、 上若fl':{ンディオおよびそのコミュニテ fーの特徴

士論仁ている。ここでJ及う問題はJ，~問題そのものかん

は少しはずれるかも Lれないが‘ ｛ンディオ｛よ11'.:および

その社会はメキシコの農村の中で主要な位置金山めて.ti

J、その考察は農業問題を論ずるにあた〆。て欠かすこと

がごきない。以下これ会紹介する。

地{EI キ Jノコで f ンデ f すの住民を識別する.~し準とな

るのは，個々人の身体的特徴 UW1長人類学的にみ／こ）で

はなく C，文化的特徴ないし集団の社会的経済的な特徴

である。統計二卜ゐインディオ住民を区別するのは使用言語

によるのが最も普通のむ法てずある。 ！っ着。〉言語グループ

(i50種源以上あり，これんを使1-!-lする-ti・u＞人i1 ,1 {;-,d:mo 

万以！－：で． ｛予｛｝（十三に総人（J の 104~ふ 70IFに 7.Y% を r1i め

ているい、ずれも漏ら歳以上の人ilを対象EL f二数iiわ 3

).). J：舎の上着の言語を使用する－r,-をさんに二つに分け， -!: 

｛；＇｝），｝ 訴のみをftHij・る単言語使！日荷（monolingual)1:, 

Lnの ，.＼）長とスペ JンJ吾の双かを島1（ナる二；7話ill'.fll r. 
! 1,ilingual）土にうHJiLてL、心。 iド立高号N.:f打古川土!i(){J’i乙 f

与 戸 fす人ll UJ桁 .5口；，， 70句うに'27.7 ＂~と fιf、ど L 、〈〉 η

,-m以外に住民を識別する文化（~Jll準の」つに）援物が

あるn 靴を履く背慣のあるri－，ウァラ一千」（！主草履〉

ふるいはすンゲルを｛庭用する It,；邑？止はだしでし、るおの

;) jf総力：行なわれるが．それに上ると同年に総人 l！の

:tl.7%, 70年に'20%の者が革止を履く背慣がない（満 l歳

以上を対象j。農村人ilについどだけみるとこの数11flは

それそれ60ι%，45.8%となる。この他に衣服（仁若の

Kt長衣裳か丙か） i，；能町ljの基準となり i~~ るれ

fンデ、fオ性I（は，以上のような存観的にボすこと υ

むきる特徴の他に，千平観的に数量化されえないっしたが

Jて統，汁iこは表わされなヤが、しか L屯要な特徴を ι
ている。それは彼らのコえユ二テ fーのもつ討会，経済

！二の特徴，ないし政治宗教ヒの経織の特徴で、あるの

i：去のコミ L ニティーは， ・fHのにし‘ 3て刊印刷川c

community !!t 7 ！の特it吹をイI-4ーノ：〉と三At勺σ 本市 C':.t 

corpor,,tc community (comun1dad tりq附 rativa〕し＇＞ 1¥

i致、すなわち t二誌のコえ＇＿＿：. -r （←の特徴を以 jCc!JJ.う

に要約してL、る。

礼）各コミ 1 二ティー内に独自の，政治宗教上の地位

に！”する階梯（jerarquiapoliticorrcligiosめがあ、て，

或人円子の成員はすJえてそれに組み入れ4ら，／L;_;, o 

h）定期（J'JiこItなわれ主主 7 （工スタ（五esta, ?,1 iJ ）や
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十ろ「 二Jt：土！」t貝問の民除のJτ分配の役主！］を果f二すt白♂、で

点、 f）司｜司時にtfううの：当番に2ハた「て分相応の1を/-flをi主f日

｜一／

ι）阪/t)Iげ'j/7丸問（干、（、じ（》m1泊 rlrazιり） ) ) eii要「｛！ れが1J

dli',Jc1，；金持H'lq均δ，，；：，，， i；ニi吃古；，てL、γ，，，

《lJ :, ' ＇，「 ーハイ干｛（cldよ偽たた一：－ -7，（ハ、 i'li 

父｛；；米en1:J出そ（早t¥L上「｝正する｛民日iえ；1す＼＇，、 その uu,,
がレト向：山人「tっちらてとにけして付l＼、JJUAtノイij,}J：、

e J JI，！可ヴ｝｛弘！1ic ＼、 L’＇i;/r動のtflli：扶助l'lfi'tfi'η よこ土えは

収fι ’氷山之hr,'どそ（／）他（11,1人で行ffえ六い大＼ ti:tl:'li，こ際

I. , : L 1；＇~1i1::J 刀打｜瓦扶助に Ii，－ ；、労働力、／）主将1がLは

われ、公11:建造物、 i草lF/¥の建，Yt,11きJ:!J'I'，：ぞのl際にはねん4

tU,jt同労働九‘組織さ11;s 0 

＇.－二 Fうて

，，＇伊ご］： ci',のゴ：守二←＇？・ （一i土、 g1:tに:t，＇.、て t!t!,,J紙九、

(1γiいL件、同（1'.;tパ；王済宗［[i哉を発j主主せる「ごめにH1m「？な

込礎的条1'1le fT i.てL、るといノ／二議論点、： ltl( f提起F

ノI,.o;,;¥,, 二,jI；二社して本，＂ic: ti日昼信心’！＇.）tょ兄島n'7J'LてL、

戸！なわ人、 般的に

／.，、，n~引j'；示主イ斉ア〕 i号主J壬 i二｜ヘ｜〉 ‘ f工J帝？乙（（Jt；歩 Jtド’iう，；・1動J)!flfi一；.t ' 

h ,fi:要；ti'ヲと，，、ノ主＇！主Jど守：（i正な＜ ¥ ,j L一ごい／ふ 苧.－， : ：三m1
ぷ午＇f'，仁：＇ Jill 史i'iJf~ 民寺 i 二：｝：；

l了、 τItt;、仁 iJl白lj：心＇.l従1斉fl段階にJi'.＜：~.＋）i' ；二機能

Jうといら（果JにはたんなL、と円 T見{I：主でのとこ人，

;",/LOl考えが 1[L ＇.寸 t士，aEnJ！する十分なド｛'i'Jt,:t.: L、が、

＼、寸れ；ご千ど k(d'J'i(J＇.）なJt；＠を NiL ', ＇~；わ斉 tf：会環岐にj盛r,t

三位；：，；二；士、 そil川r,L：円台fJJど政策1¥'J援助がl".-'l::'てあん

｛）五＼：f｛：こ );j['r／，よ「，tょI.苦のコて工二千 F ーのl1 

Gi県白(if')t仁、 J自 3三れた偽造：土，被民地時代以来数百年

vこわん，て友；川三れる仮lj；ニキj•，，三社会主L~すtdyちイン

テ’オf仁氏山、 タト郎↑甘 ＇N；ニ対する対応C')*
,j l fニ，，のであ五円

w辻山岳二そふれrJ-1に素描した上うな諸特1.l'kを有す

ろコ： 1 二千 1ーのfi¥:H.が、社会的文化的に定義される

とこ 7,(}) { ＞干 r寸であり，その総数は使用百語によ♂

て；哉、，yJされ ζ｝インディオ人iiよりはるか；こ多イ， メキン

ゴの総人11'.7)'.!0 ～＇.！:i~6でふんうと推'it 2' Jt ,:;, 0 

良村件J＼：の丈／ヒ11'.J特徴と！て‘ これまでインデJ了十「｝

民主J之び彼ら c'lコミ l ーテ J ーの諸特徴につし、てのみ述

（てきたが，それEi土：}I:fンテー ｛ -~ C＇）住民についてはど

ろでふλうかr 本書こ、l土:ii，，ン千 rオノをヲ一戸トーノ（hト

dino）の名で呼びーその特徴を次のように述べている。

一般的にい 2てラヂ fーノの身体的特徴はメスティーソ

（混血） (1Jtf 要素が強いが，これは似々の場介に常に妥

、＇＇1すぷとは限f》なL、。身体的には fL千 f寸と全く変わ

f，たL1111人で‘ 土ノ ζ子｛一／に分額される fヨーもあるかふと

ある、 乞｛！ぅfドjl,!J也かん dなうとヲデ fーノは、 九べ f> J行

ん，；，r,・1, r,1;;:?HM，、ヤ l ＇＇，芋！企じの火袋を .l;J'iこつけ，国民

にj[つを！リ＇＜ L‘11元Iv＞政治機構に組み込まれ、資本二主義経

済にt.Hi'c11似i1il'J:在地に従って行動するのも九ろんラデ fー

ノl"l二！のII司でもお会的経済的絡差が存在するが，彼＇＂土

fンテ｛オfliそが多数をi1ibわる地岐において支配的な社

会集ft！を形成Lてし氾弓うデ Jーノは地主あるL，、は白作

tきである｛也商業活動ゃ→トーヴ fス業に従事する吉ーも多

いn 地域の経済活動を支配J し政治権力をその手中にし

亡し、／〉，

そ1てうギ Jーノのコ 1月二子 1－：土、 fンヂィオの

,-, : －，二ティーが corporatecommunityの性格を有す

らにI）に対Lて，“pencommunity :.iE 8) O）性格をむする。

すなわt；，白[j者におけるような政治宗教上の階梯を有せ

ず、 トi也の処分に対する共同体続tMは存在しないc また

共同労働の慣行i，ほとんどみムれなし、。政治経済上の自

律的な組織はなく，完全に外部のキ,ll.,f哉の一環に組み込ま

れてL、る。空喜するiこ二三

干干i殺J ，ける要素はすヘて欠如している。

（；）ー I) て ，（；五分’）［匂行け． 1七布告ーハ l人スタベン

ー九ンか ・j fに／U'u＇場所でヲモFLfこも t川を引き縦

！、＇Jη

日tavenhagen,R.，“Aspectos Socialcs de la Estruc-

turn Agraria en M己xico,"in Neolatzjimdismo y 

Erplota< idn, R. Sta、enhageny otroヘM止xicoEdト

torial Nuestro Tiempo, 1968, pp. 4cl-55; Stavenha-

gen, R.，“Social A詰pectsof Agrarian Structure in 

:Vfoxico，” in Agrarian Problems and Peasant 

λ1on,ments in Latin America, e【lR. Stavenhagen, 

Carden City, Douhleday, 1970‘pp. 258 270. 

〔注 2) 第rrr－，？＂＇階層 L士院｛文でi:Jestrato，在JV卒，；，

-;j! u原文三l.t claseτ なっごいろの claseはi庄司〈す

れはWif.izてあるが， ii,.j,: ／）社会科手でf史う階級とはや

や＼＇（とも之》石、味で｛史われと I，、 ζl【ハ一二 二：！l i, ~ri，斤？と日:P L 

CiU) アシエンタで労働力を提供する代償に，ア

シ4 ンタUl擢i域内；：自家裁国fiJO＞小土地と ft屈を与え

九引日、る農民。
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民地時代初期にさかのぼる。 序論で述べているように，この研究は畿地改革のなん

Ci主5) ユ～ヒート山問題点にl均し －，： IJ，イi列車川 らかの評価を下したり，政策提言をすろととを目的とし

キシ＂ ', ヒート礼状と r.:1極点J （ぬ：11i.位、漏草案｛ てヤるものではなL、。豊富なデータをもとにメキシ tの

編『アジアの農業協同組｛，』アジア経済研究所 197:1 農業問題の現状を明らかにナることに主力が注がれてし、

年） 508--514ベ－・ ~ 0 る。いずれにせよ，本書の資料的価値はきわめて商く，

Ci主U) このt;;：＇，・ IU7七〆必ート（ ／ノエ J ダに メー干乙コの農家，！長村問題を研究する脊にとって払，｛の

地主）やその子恥かよれらの食産量を所有すゐのではな 書であることは疑う余地がない。

く，かつての管理人やその他の縫われ経常渚が引き糾 （調査研究郊）

いだものと思わZ；る（p.420）。

（注 7) 石井貴＇・ I示テンアメ！カの農業議造におi

る土着の部門」 （西川大二郎縦『ラテンアメリカの農

業構む」 アジア五EJ研究所 1'l74年） f>2～6:1へ../ 
（注科 j 同上。

おわ りに

以上で，本書の第盟主軽から第Vi訟で扱われているメキ

シコの農業構造の経済的側面の分析と社会的側面の分科

を紹介した。

経済的側面の分析についてみると，ここで使われてい

るデータば州年代前半までのものであり，全国農業統計

よ60年のtンサスまでしかわかってし、な祉、。 Lたが叫て

必ずしも最新の資料によるものとはいいがたいが，農地

改革開始後（）0年までの趨勢はここに明らかにされる。す

なわち，他の経済部門に比して農業部門の発肢は相対的

に遅れているとはいえ，農業部門は国の経済発展にとり

て必要な役割は果Tとしてきた。しかし設業生産の伸びに

もかかわらずf，あるいはそれに／＇￥.＇ て，決：民階層調の格

差は拡大し，経済発展の恩恵に浴さない多数の農民の貧

窮度はかえりて深まりているという現実である。 70年（／）

J.8t業センサスの結果がいまだ都府できる状態になってL

ないが，これが利用可能になり次第，それを用いてさム

に70年までの傾向が明らかにされることが望まれる。

社会的側面の分析では農業構造の質的たlffiが主として

取り扱われている。農民階層聞の関係、の分析がここでの

中心課題であるが，それとは別に農村住民の文化的特徴

として土着のコミ J 二ティーの諸特徴が取り扱われてL、

る点は注目に値する。前記の経済的側面の分析とここで

扱われているテーすとは一見非常にかけ離れており，関

係のない問題であるかのような印象を与えるが，メキシ

コの農業構造において土着の要索のもつ意味は無視し得
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